
耐
熱
性
繊
維
素
分
解
菌

F
0・苦
g。
防
げ
江
田

8
-
g
P
3
・

に
就
て

大
原
農
業
研
究
所

荒

l
 
i
 

--aF 

左

千

代

本
菌
は
瞥

τ板
野
樽
士
に
依
っ
て
「
耐
熱
性
繊
維
素
分
解
菌
(
E
・
8
・
さ
に
批
い

τ」
ハ
昭
和
二
年
四
月
於
京
郵
農
林
感
輔
合
大
曾
〉
さ

し
て
強
制
さ
れ
し
も
の
に
し
て
其
後
夏
巳
形
態
‘
培
整
、
及
び
生
理
等
に
捗
っ
て
輔
費
し
た
る
結
果

2
・骨

g
B
o
a
z
s
qと
9
8・
甲
&

に
最
も
遺
品
開
す
れ
共
働
爾
種
間
じ
相
草
す
る
脂
艶
そ
臨
め
た
る
を
以
っ
て
惑
に
本
薗
を
証
明
種
に
属
す
べ
き
も
の
さ
し
て

さ
命
名
せ
ん
さ
す
る
も
の
な
の
。

笹
口
円
伊
豆
梓
司

8
3

F
n町田宮
:
F
2
2
a
z
n
a
a
q
p
g
a
p
S
F
3〉

其
細
菌
感
的
形
態
及
び
性
質
を
略
記
す
れ
ば
凡
そ
次
の
切
し
。

細
菌
は
繊
維
業
波
恒
培
養
基
に
於

τ金
持
航
栓
壁
し
E
R
さ
凶
i'二
u
p
.
幅
0
・五
HF
.
隔
端
鈍
圃
.
組
立
叉
鎖
献
を
な
し
.
胞
子
は
卵
形
に
し

τ長
さ
一
・
五
Hr.
幅
0
・九
Hr
ハ
制
勝
肉
汁
寒
天
培
聾
)
外
生
ざ
す
。
死
蹴
温
度
は
一

=δ
乃
至
一
一
ニ
二
度
じ
て
八
分
間
な
り
。
グ
-
フ
ム
及

び
包
嚢
舗
色
じ
鴎
性
、
砲
毛
は
周
縁
毛
に
し
て
一

O
乃
至
一
四
個
そ
有
す
。
培
聾
基
に
依
り
て
幽
変
形
す
ゐ
事
無
く
円
汁
並
に
葡
萄
積
肉
汁
培

整
基
じ
殺
宵
し
て
瓦
斯
を
量
生
せ
4
y
o

来
語
は
表
面
じ
て
は
小
型
日
現
は
れ
圃
形
‘
平
滑
周
議
さ
な
る
。
グ
ラ
チ
シ
溶
性
(
六
五
度
)
崎
鈴

書
は
幽
定
化
せ
・
下
し
て
灰
色
に
費
育
、
牛
乳
を
三
日
間
に
纏
劉
し
瓦
斯
お
官
報
曳
し

p
ト
マ
ぷ
セ
還
元
す
。

4
X
F
1
y
-
B
タ
ラ
l
d
t
陽
性
メ

チ
l

p
・
ア
セ
チ
1
y
・
ヵ
ピ
/
l
w
穐
伶
.
瑚
酸
塩
を
輝
元
し
ず
?
ゼ
後
生
せ
守
。
酸
素
に
恥
却
し
て
は
遁
株
語
紙
崎
に
し
て
生
宵
温
度
健

三
七
乃
至
七
五
度
壇
場
六
五
度
、
事
業
振
は
肉
汁
.
カ
ゼ

4
ン
・
ペ
プ
ト
ン

・
ア
w
r

プ
ミ
ン
及
び
琉
眼
ア
ム
モ
ニ
ヤ
等
な
れ
き
ア
斤
プ
え
ン

品
田
際
性
繊
鉱
業
分
一
瞬
薗

E
P陣
Z
E
B号

aa鶴田
・

8
・
に
就
て

ニコ一丸



日
本
産
量
に
フ
ィ
，
ツ
ピ
シ
壷
皿
帽
鉱
宿
病
菌
と
F
Jノ
タ
ト
ュ
ア
・
ツ
ラ
z
l
薗
と
の
形
館
‘

生
理
裁
に
病
淘
寧
的
比
鮫
am究

最
良
の
加
4
棺
憎
壇
は
刷
用
さ
れ
歩
。
長
遁
繊
維
素
酸
障
問
慣
は
八
・
六
、
後
宵
限
界
聞
は
悶
・
五
及
び
一
一
・

O
さ
す
。
繊
維
業
以
外
じ

へ
ミ
セ
戸
ロ
ー
ズ
ブ
融
筋
‘
ラ
フ
イ
ノ
ー
ズ
.
藤
糖
、
乳
楢
.
穿
芽
穂
.
マ
〉
ノ
ー
ズ
.
ダ
ラ
グ
ト

1
ズ
、
果
積
、
葡
萄
皆
、
ず
4
ロ
ー
ズ

ア
ラ
ピ
ノ
ー
ズ
、
ザ

PMV
ン
等
を
も
醸
障
す
る
性
質
セ
有
し
織
樟
等

mu'mは
}
週
間
以
内
に
使
用
品
巳
し
六

O
乃
至
八

O
%を
分
解
し
て
ニ

O
乃
至
凶

O
%の
嘩
酸
五
乃
至
一

O
%の
酒
精
殺
生
成
す
る
。
醸
静
産
物
さ
し
て
は
酒
請
.
暗
酸
.
乳
酸
等
が
主
な
る
も
の
に
て
瓦
斯
は
主

二
四
O

ざ
し
て
炭
酸
瓦
斯
及
び
水
繁
瓦
斯
の
二
種
を
韓
生
す
る
も
の
h
如
し
。
本
薗
に
闘
じ
て
は
更
に
研
究
を
惜
輔
し
つ
L
あ
の
。

第

一一一

(
植
物
病
瑚
事
、
昆
晶
歯
学
、
養
麓
曲
宇
ゾ

部

日
本
産
並
に
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
産
稲
紋
枯
病
菌
ミ

リ
ゾ
ク
ト
ニ
ア
・
ソ
ラ
ニ

i
菌
乏
の
形
態
‘
生
理

並
に
病
理
準
的
比
較
研
究

京
都
帝
国
大
事
農
曲
宇
都

遠

茂

藤

稲
の
菌
篠
摘
は
栢
の
重
要
病
害
の
一
じ
し
て
.
其
の
病
原
菌
じ
は
巌
種
の
異
な
る
も
の
あ
れ
き
も
.
特
じ
同
軍
事
怠
宮
匂
E
a
&
薗
の
省

生
に
基
因
す
る
紋
枯
荊
ぽ
耳
の
被
害
最
も
大
な
り
。
然
か
も
本
病
菌
は
本
邦
に
於
て
は
帽
の
み
な
ら
?
各
種
の
緩
衝
を
も
慢
し
.
其
被
害
恐

る
べ
き
も
の
な
む
。
中
間
憎
主
に
依
れ
ば
フ

4
9
ツ
ピ
シ
、
印
度
.
錫
蘭
等
じ
分
布
す
ゐ
由
な
れ
き
も
外
国
じ
於
て
は
本
病
菌
の
存
在
を
朗
報


